


この人に逢いたい！聞きたい！話したい！「ほっと・はー
と・な
ら」

ケアする人に２時間の“幸せ"を

Q
A

この活動を始められたきっかけについて、教えてください。

Q
A

「にじいろ」が運営されている「ケアラーズカフェ」
ではどのようなことをされていますか？

Q
A

「活動を始めて良かった」と思った瞬間はありますか？

～“ケアする人”が大切にされる社会をめざして～

　奈良に縁のある多彩な分野で活躍されている方々にスポットをあて、活動への熱い想いと「福祉（幸せ）」に
ついてお話しをお伺いするこの特集。
　今回は、大和郡山市で昨年から介護やケアに携わる人が集う場「ケアラーズカフェ」を運営されているボラン
ティア団体「にじいろ」の辻百合さんにお話を伺いました。

にじいろ／代表　辻　百合 さん

社会福祉士、主任介護支援専門員
病院のソーシャルワーカー、地域包括支援センターの勤務を経て、２０２４
年４月より「ケアプランセンターとも」でケアマネジャーをしている。
●ケアラーズカフェとは？
介護に携わっている方々が集い、飲み物や軽食と共に介護者同士で交流を深
め合い、情報交換や息抜きができる場所。

【プロフィール】

　私は以前、病院や地域包括支援センターで、介護が必要な方やご家族からの相談にのっていました。
その中で、介護する人がしんどさを抱えていても、その支援やサポートが十分ではないと感じていました。
　また、同じ介護業界で働いている専門職の仲間にも、気持ちがしんどくなってしまい、仕事を辞めてし
まう人がいました。そうした現実
から、「ケアする側が自分をもっ
と大事にできたら」「自分を大切
にできる時間を作るきっかけがで
きたら」と思い、メンバー５人で
「にじいろ」を立ち上げました。

　「にじつなカード」というコミュニケーションカードゲーム
を活用して、参加者同士の対話のきっかけを作ったり、カフェ
店主による本格的なコーヒーに加えて、鍼灸整体師やネイリス
ト、音楽療法士の先生などをお招きして“ケアする人がケアさ
れる"時間を提供しています。
　様々な職種の方にご参加いただき、多様な人が関われる形を
目指しています。

　ケアラーズカフェを通じて、参加者の心に小さな変化が生まれることがあります。ある方は、認知症の
奥様の介護をされていますが、参加することでつながる場所が増え、「家の中の雰囲気が明るくなった」
と喜んでくださいました。その姿を見た娘さんも介護の仕事に関心を持ち始めたという、嬉しい報告も聞
いています。

※1

つじ  ゆ  り
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にじつなカード

カフェ店主（高橋店長） ネイルケア



この人に逢いたい！聞きたい！話したい！「ほっと・はー
と・な
ら」

Q
A

活動の広がりについて教えてください。

　カフェの参加者は回を重ねるごとに増え、スタッフ合
わせて３０名近くになることもあります。今ではインス
タグラムなどＳＮＳを通じて県外から参加される方もい
ます。
　また、地域包括支援センターやケアマネジャーの紹
介で訪れる方もおられ、「こういう場が欲しかった」と
いう声もいただいています。
　活動を続ける中で、参加者がスタッフとして加わる
ケースも増えてきました。１年間を経て、ボランティア
として関わってくれる人が増え、今では参加者全員でつ
くる場所へと成長しています。

Q
A

この活動を通して、目指したいことを
教えてください。

　この活動は２ヶ月に１回、２時間の活動です。これで
社会がどう変わるのかは分かりませんが、介護職のバー
ンアウトを防いだり、介護する家族の方に心のゆとりが生まれたり、たくさんの課題解決に貢献できると思
っています。テーマは「ケアする人のケア」ですが、その先に波及していくものは無限大だと思います。高
齢化が進む中で、自分も介護に関わる可能性があることは、誰もが理解しているのではないでしょうか。だ
からこそ、もっと広く、いろいろな人とつながって、ケアする人も大事にされる社会になってほしいと願っ
ています。
　社会の中で、このような取り組みが少しずつ広がり、認知症カフェやこども食堂のように、誰もが気軽に
立ち寄れる“ケアラーズカフェ”が地域のあちこちに生まれていくことを願っています。

※2

※3

　「まるで虹のように、様々な立場の
ケアする人たちが繋がれたら」という
想いが込められています。
　人の性格や価値観は味や色で表すこ
とがあり、またその価値観も対話を通
して虹の色のように変わっていく、と
いう意味もあります。

誰もが「ケアする人」だからこそ
参加者は無限大
　介護職、家族介護者に限らず、何気
なく挨拶をしたり、友達の悩みごとを
聞いたり…誰もが様々な立場でケアす
る人になっている。

詳しく知りたい方
はコチラ→

にじいろ Instagram

「にじいろ」の名称の由来は？

※1 地域包括支援センター…介護保険法に基づき、市区町村が設置（または委託）する機関で、高齢者が住み
　　慣れた地域で安心して生活できるように、介護・福祉・医療・保健などの分野にまたがる総合的な支援を
　　行う中核機関。
※2 ケアマネジャー…要介護者やその家族からの相談に応じ、適切な介護サービスが受けられるように「介護
　　サービス計画（ケアプラン）」を作成し、サービス提供事業者との連絡調整を行う専門職（介護支援専門員）。
※3 バーンアウト…長時間のストレスや疲労により、心も体も疲れきってしまう「燃え尽き」の状態。
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身近で馴染みのある日常生活圏域（自治
会や小学校区などの徒歩エリア）で行わ
れる、住民が主体となった福祉活動を
「小地域福祉活動」といいます。暮らしの
困りごとを解決することをめざし、地域の
状況に合わせて展開します。
具体的な活動の代表的なものとして、サ
ロン活動、見守り活動、生活支援活動（ち
ょっとした支え合い）があげられます。ま
た、地域での話し合いや、活動への理解
を得る取り組み（基礎的活動）が、具体的
な活動を推進し、地域の福祉力を高める
ことにつながっています。

　県内の各地では、自治会などの身近なエリアで住民が互いに支え合い、元気に暮らす姿が見られます。
　しかし、地域社会の状況が変化するにつれ、地域活動のあり様も少しずつ変わってきています。地域のつながりに
根ざした活動に加え、農業やまちおこしなど福祉以外の分野とのコラボ、エリアを越えてゆるやかなつながりを求め
る居場所づくり、興味や関心から始める活動など、自分たちが元気に、安心して暮らし続けるための取り組みが広が
っています。
　そこで、今号から３回にわたり、近年の地域福祉実践の潮流について、県内の取り組み事例を交えてご紹介します。
　今回は、身近な地域のつながりづくり「小地域福祉活動」についてお伝えします。

　地域のつながりが希薄化してきていると言われて久しいですが、地域の
関係に根ざした小地域福祉活動はむしろ増加しています。自然につながる
ことが難しくなった現代だからこそ、顔の見える関係の大切さが再認識さ
れていることも一因です。もちろん、人付き合いへの価値観は様々ですか
ら、工夫をしながら今の時代に合ったつながり方が模索されています。地
域で気にかけ合う関係があることは、不安を安心に変えてくれます。その
有効策の１つが小地域福祉活動と言えます。
　グラフのとおり、１０年前と比較するとサロン活動は約２.４倍、その他
の活動も、コロナ後もますます広がりを見せています。人と会えない期間
があったことが、つながりや居場所、支え合うことの価値をあらためて気
づかせてくれたのかもしれません。
　県内の小地域福祉活動の取り組みを次に２つご紹介します。

第１回　楽しさで広がる小地域福祉活動
人がつながり、まちを元気に－－ 地域づくりの潮流

〈やっぱり大切、地域のご縁～小地域福祉活動の広がり～〉

小地域福祉活動とは

奈良県内における
住民による支え合い活動の推移

（奈良県社協調べ）
市町村社協実態調査より

（団体数）

サロン活動 見守り活動
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地域福祉課　住民福祉活動振興係　TEL：0744-29-0100　FAX：0744-29-0101
　

　ラジオ体操は、子どもから高齢者までなじみがあり、公園や空き地などで一緒に楽しむことができることから、ふ
だんの暮らしに溶け込んだ自然な活動です。奈良市の帝塚山地区社会福祉協議会では、ラジオ体操を地区内の公園
（現在は１０箇所）で行い、健康増進だけでなく住民の交流や見守りなどにつながる身近な居場所へと広げています。
　物理的な囲いがないため参加のハードルが
低く、音楽に誘われて自然に参加者が増える
そうです。ラジオ体操を通じて顔の見える関
係ができると、お互いのちょっとした困りご
ともわかり、地域の商店と協力した宅配サー
ビスなど助け合い活動も始まりました。

〈ラジオ体操が生み出す地域のつながり〉

　下市町平原地区は、下市町の西部に位置する山間部の自治会です。「定年後のやりがいを作りたい」との雑談から、
まちおこしに着手しました。自治会に地域活性化事業を推進する委員会を設置し、ワークショップで話し合いを重ね
ていきました。
　古くは薬草で栄えた村であったことから、「薬草」というキーワードから転じてハーブ栽培を検討。レモングラス
を栽培・加工してハーブティを販売しています。製品はデザイナーがつくった素敵なラベルを貼って完成となります
が、作業の過程で斜めにずれてしまう問題が発生しました。そこで、ラベルのカタチを四角から丸に変更することに
より、手先が器用な人もそうでない人も、みんなが作業に参加できる環境を整えました。
　活動が広がるなかで実感したことは「住んでいる土地に誇りを持つことが村づくりである」ということ。取り組み
によって、住民同士の交流が深まり、地域への誇りと生きがいにつながったと言います。

〈まちおこしから始まる生きがいづくり〉

　今回は、奈良市と吉野郡下市町の活動をご紹介しました。一見して地域性が異なるように見えますが、どちらも馴
染みの地域での活動をとおして、日々の楽しみや安心を感じられている様子がうかがえます。人口減少・コロナ禍な
ど社会の変化がありながらも、人がつながり、まちを元気にする仕組みとして、小地域福祉活動は今後も大きな可能
性がある活動と言えるのではないでしょうか。

〈おわりに〉

　県内各地の地域福祉活動者や関係者が一堂に会し、活動の工夫や
　ヒントを交換する実践交流の場として、ぜひご参加ください。
　（内容や申込の詳細は７月中旬にホームページ等でお知らせします）

■令和６年度、奈良県社会福祉協議会では、県の委託を受け、県内の
　各市町村で展開される生活支援体制整備事業をはじめとする、地域
　づくりの活動事例をまとめた事例集を作成しました。今回紹介した
　事例をはじめ、県内の活動にまつわるエピソードや工夫などを掲載
　しています。（奈良県社会福祉協議会HPに掲載）

■ 第13回なら小地域福祉活動サミット
  令和7年 8月30日（土）開催 ！

へいばら

お問合せ先



令和7年

奈良県社会福祉総合センター 
６F大ホール 

日　時

会　場

第1回7月26日（土）
第2回7月27日（日）

いずれも 12：00 ～ 16：00　

令和7年

奈良商工会議所 5F大ホール
12：00 ～16：00　　

8月9日（土）

地域別 福祉の就職フェア 2025

地域別福祉の就職フェア2025申込

就活応援イベント
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橿原会場

令和7年

奈良市ならまちセンター
市民ホール

日　時

会　場

第3回10月25日（土）
第4回10月26日（日）

いずれも 12：00 ～ 16：00　

奈良会場

プロが撮る好印象写真！
履歴書写真撮影コーナー

※全４日開催

13：00～16：00

SNS やってます！最新情報をチェック！

保育の現場で役立つ！
工作ワークショップを
同時開催！

ふくしのマルシェコーナー
福祉施設で作られた授産品販売

※３ブース以上回られた方限定
12：00～16：00

「あなたの街で就職フェア」を開催します！

これからますます需要が高まる福祉と保育の仕事。未経験、無資格でも大歓迎！
是非お住まいの地域に貢献できる福祉・保育の仕事に挑戦しませんか？
福祉人材センター＆保育人材バンクでは未来のお仕事探しを応援します!

福祉人材ニュース

保育のおしごとフェア2025

日　時

会　場

お申込みはコチラ！

詳細はコチラ！ →

福祉人材センター　福祉人材係　TEL：0744-29-0160 お問合せ先
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福祉職員の皆さん 法人、事業所の経営者の皆さん、
職員育成施策に活用しませんか？これからのキャリア、考えてみませんか？

　「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」は、福祉の全分野に共通して求められる専門性と組織性を学ぶ
全国社会福祉協議会が研究開発した全国共通のプログラム研修です。初任者から上級管理者まで段階的・体系
的にプログラムされており、①受講者個人の資質向上とキャリア形成、②一貫した人材育成とキャリアパス構
築を可能とする研修内容です。 ステージⅤ：上級管理者　

施設長等運営統括責任者に就いている職員

１

２

３

事前学習

会場受講

事後学習

テキスト学習
「プロフィール
シート」の作成

①本人の持ち味
②本人への期待

他者評価

①これまでのキャリアを振り返り、自分の現在地
　を知る（自己評価）
②これからのキャリアをイメージする

①他者の考えを知り、新たな視点を得る
②チームビルディングを体験する
③各ステージで必要な知識や概念を学ぶ

「私のキャリアデザインシート」の作成
（自分のキャリアをデザイン）

①本人の考えを知る
②本人への評価・期待をフィードバックする

①学んだことを振り返り、（現時点での）
　具体的な目標イメージを固める
②上司に「こうなりたい」「やってみたい」
　を伝えるチャンス！

①本人の思いを知り、後押しする機会になる
②職員に目指して欲しい方向性を示す
　（理念、目標、目的の共有）

※キャリアパス･･･ここでは、「法人・事業所が示すキャリアの進路・道筋」という意で記載

ステージⅣ：管理職員
小規模事業管理者・部門管理者等に就いている職員

ステージⅢ：チームリーダー
主任・係長等に就いている職員

ステージⅡ：中堅職員
入職後概ね３～５年の職員

ステージⅠ：初任者
入職3年以内の職員

募集中！

募集中！

マッチング アドバイスコメント（奨励事項）

奈良県独自プログラム全国統一（標準）
プログラム

「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」のご提案

本 人 上 司

福祉人材センター　福祉研修係　TEL：0744-26-0225　E-mail：kenshu@nara-shakyo.jp　　お問合せ先

Will
やりたいこと

できること なすべきこと

Can Must

本人のキャリアプランと法人・事業所が示す
キャリアパスを融合

３つの円の重なりを大きくしていくことで
⇒職員のキャリアが充実⇒組織力も上がる！
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①支え合う福祉コミュニティづくりの推進
　◎こどもや子育て家庭を支援するため、地域の居場
　　所としてのこども食堂の開設・継続に関する相談
　　対応や、民間財源を活用した活動助成などにより、
　　こどもを見守り支える取組を支援しました。
　【主な取組内容】
　　○奈良こども食堂サポート事業
　　○こども食堂助成金（森田記念福祉財団協賛）、
　　　こども食堂活動チャレンジ支援金
　　　（株式会社ジェイテクト）による活動支援

②災害時にも対応できる仕組みの充実
　◎災害時における市町村間の相互支援のしくみの構築
　　を進めるとともに、市町村社会福祉協議会をはじ
　　めとする多様な主体との連携体制を強化するなど、
　　災害にも強いまちづくりの推進に取り組みました。

　【主な取組内容】
　　○ICTを活用した災害ボランティアセンター
　　　設置・運営訓練
　　○多様な主体間の連携を考えるフォーラム、被災
　　　者支援コーディネーター育成研修

①生活困窮者自立支援対策の充実
　◎生活困窮や社会的孤立など、制度の狭間に陥りやす
　　い人々の支援のために、総合相談・生活支援活動
　　を推進しました。とりわけ、物価高騰などにより
　　生活に困難を抱える方々に対し、生活福祉資金の
　　貸付や安定した就労に向けた相談に対応しました。
　【主な取組内容】
　　○奈良県中和・吉野生活自立サポートセンターの
　　　受託運営
　　○日常生活自立支援講座、社会生活自立支援講座、
　　　就労自立支援講座、自治体別職場見学会等
　　○地域型居場所づくり・学習支援活動、訪問支援
　　○生活福祉資金貸付事業
　　　貸付相談　９７４件
　　　償還相談　６５５件
　　　貸付実績　３７２件　８３,３０２,０００円
　　○フードレスキュー事業

社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会　令和６年度事業報告（概要）

概況

暮らしのセーフティネットとしての総合相談・
生活支援活動の推進2

１

【令和６年度の重点取り組み】

　地域において、誰もがその存在を大切にされ、社会とのつながりと周囲からの承認を実感するなかで
主体的な参加を進めるとともに、地域共生社会の実現に向け、県社協が重点的に取り組む活動や事業を
明らかにした「第８次活動推進計画（アクションプラン）」に基づき、令和６年度は、市町村社会福祉
協議会等への支援の強化、生活困窮者等への総合相談・生活支援、福祉・介護人材の確保・育成・定着
の取り組み、災害時の支援体制の充実など、「一人ひとりが大切にされ、ともに支え合うまちづくり」
を目指して、市町村社会福祉協議会、福祉団体・福祉施設、福祉関係者と緊密な連携のもと、地域の実
情に即した福祉活動の推進支援を積極的に展開しました。

災害ボランティアセンター設置運営訓練

多様な主体間の連携を考えるフォーラム

誰もが参加の機会と役割のある支え合う
地域づくりの推進

　　　・実務者研修の受講費用貸付　３４件
　　　　４,７４８,０００円
　　○保育士人材バンク運営事業
　　　・求職相談、事業所訪問、養成校訪問
　　　・保育の合同就職説明会
　　○保育士修学資金貸付等事業
　　　・保育士修学資金貸付　３０件
　　　　１９,４６４,０００円
　　　・保育士再就職準備金貸付　２件
　　　　５５６,０００円

　　○福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
　　　・初任者コース、中堅職員コース、チームリー
　　　　ダーコース、管理職員コース等
　　○人材育成・定着支援研修
　　　・あつまれ福祉の１年生研修
　　　・ストレスマネジメント研修等
　　○スキルアップ研修
　　　・福祉サービスマナー研修　
　　　・対人援助コミュニケーション力向上研修
　　　・アンガーマネジメント研修等
　　○福祉・介護特定業務従事者研修
　　　・行動援護従業者養成研修
　　　・生活支援体制整備推進研修等
　　○介護支援専門員養成関連研修
　　　・実務研修受講試験、実務研修、更新（専門）
　　　　研修、再研修、ケアマネジメント習熟研修等

　◎職務・職階に応じた研修体系を整備するととともに、
　　人材の育成と組織の成長を図るための目標管理制
　　度を本格導入しました。また、テーマ別のプロジ
　　ェクトチームを編成し、部門横断による協議を通
　　じた組織基盤の強化を図りました。
　【主な取組内容】
　　○テーマ別プロジェクトチームの編成
　　　（人材育成、職員採用、実習受入など）
　　○職員提案型事業（研修・訓練等）の企画・実施

②地域における権利擁護のシステムづくりと資源開発
　◎判断能力が不十分な状態にあり、日常生活に不安
　　のある認知症高齢者や障害のある者に対して、市
　　町村社協と連携して福祉サービス利用援助事業を
　　実施しました。また、身近な地域で安心して成年
　　後見制度が利用できるよう、支援機関・専門職等
　　に対する相談支援、基盤整備及び普及啓発活動を
　　行いました。
　【主な取組内容】
　　○日常生活自立支援事業、生活支援員養成研修、
　　　事例検討会
　　○権利擁護支援の担い手（市民後見人等）養成講座

①新たな協働の創造と実践
　◎民間財源を活用し、生活
　　課題を抱えるこどもの健
　　全育成や福祉の増進を目
　　的に、高校生等の通学定
　　期代を一部助成する取組
　　を試行的に実施しました。
　【主な取組内容】
　　○こどもの未来応援事業
　　　－高校生等通学定期代助成金－

　◎福祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供
　　基盤となる福祉人材の確保の取り組みや、質の高
　　い人材の育成・定着を促進しました。
     【主な取組内容】 
　　○無料職業紹介事業、福祉＆保育のお仕事フェア
　　○介護従事者確保事業
　　　・情報誌「福祉のお仕事ジャーナル」
　　　・介護の魅力を伝える動画の配信
　　　・かいご「再就職」応援セミナー

　　

　　○介護福祉士等修学資金貸付事業
         ・介護福祉士等修学資金貸付　９６件
　　　　７９,４１７,２００円

こども食堂紹介動画
https://kodomonara.com/pages/115/
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①支え合う福祉コミュニティづくりの推進
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　　○こども食堂助成金（森田記念福祉財団協賛）、
　　　こども食堂活動チャレンジ支援金
　　　（株式会社ジェイテクト）による活動支援
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①生活困窮者自立支援対策の充実
　◎生活困窮や社会的孤立など、制度の狭間に陥りやす
　　い人々の支援のために、総合相談・生活支援活動
　　を推進しました。とりわけ、物価高騰などにより
　　生活に困難を抱える方々に対し、生活福祉資金の
　　貸付や安定した就労に向けた相談に対応しました。
　【主な取組内容】
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　　○生活福祉資金貸付事業
　　　貸付相談　９７４件
　　　償還相談　６５５件
　　　貸付実績　３７２件　８３,３０２,０００円
　　○フードレスキュー事業
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　　　・初任者コース、中堅職員コース、チームリー
　　　　ダーコース、管理職員コース等
　　○人材育成・定着支援研修
　　　・あつまれ福祉の１年生研修
　　　・ストレスマネジメント研修等
　　○スキルアップ研修
　　　・福祉サービスマナー研修　
　　　・対人援助コミュニケーション力向上研修
　　　・アンガーマネジメント研修等
　　○福祉・介護特定業務従事者研修
　　　・行動援護従業者養成研修
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　　　・実務研修受講試験、実務研修、更新（専門）
　　　　研修、再研修、ケアマネジメント習熟研修等

　◎職務・職階に応じた研修体系を整備するととともに、
　　人材の育成と組織の成長を図るための目標管理制
　　度を本格導入しました。また、テーマ別のプロジ
　　ェクトチームを編成し、部門横断による協議を通
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　【主な取組内容】
　　○テーマ別プロジェクトチームの編成
　　　（人材育成、職員採用、実習受入など）
　　○職員提案型事業（研修・訓練等）の企画・実施

②地域における権利擁護のシステムづくりと資源開発
　◎判断能力が不十分な状態にあり、日常生活に不安
　　のある認知症高齢者や障害のある者に対して、市
　　町村社協と連携して福祉サービス利用援助事業を
　　実施しました。また、身近な地域で安心して成年
　　後見制度が利用できるよう、支援機関・専門職等
　　に対する相談支援、基盤整備及び普及啓発活動を
　　行いました。
　【主な取組内容】
　　○日常生活自立支援事業、生活支援員養成研修、
　　　事例検討会
　　○権利擁護支援の担い手（市民後見人等）養成講座

①新たな協働の創造と実践
　◎民間財源を活用し、生活
　　課題を抱えるこどもの健
　　全育成や福祉の増進を目
　　的に、高校生等の通学定
　　期代を一部助成する取組
　　を試行的に実施しました。
　【主な取組内容】
　　○こどもの未来応援事業
　　　－高校生等通学定期代助成金－

　◎福祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供
　　基盤となる福祉人材の確保の取り組みや、質の高
　　い人材の育成・定着を促進しました。
     【主な取組内容】 
　　○無料職業紹介事業、福祉＆保育のお仕事フェア
　　○介護従事者確保事業
　　　・情報誌「福祉のお仕事ジャーナル」
　　　・介護の魅力を伝える動画の配信
　　　・かいご「再就職」応援セミナー

　　

　　○介護福祉士等修学資金貸付事業
         ・介護福祉士等修学資金貸付　９６件
　　　　７９,４１７,２００円

地域生活を支える専門性の高い福祉サービスの
充実と人材育成・定着支援4

地域の生活課題に対応する新たな活動や
しくみの開発3

5 県社協の組織・経営基盤の充実・強化

介護の魅力を伝える動画



〒634-0061 橿原市大久保町 320番 11　奈良県社会福祉総合センター 4F
TEL：0744-29-0173　FAX：0744-29-0174
E-mail：info@nara-akaihane.com

社会福祉法人  奈良県共同募金会

情報

令和6年度募金実績額 163,229,780円
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度

県共募HP 公式インスタグラム

ご協力ありがとうございます
共同募金の
使いみち

福祉出前講座、ボランティア活動支援、小地域ネッ
トワーク活動、福祉に関する情報提供  等
　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,043万円

障がい者の自立・就労支援、福祉
機器貸出、手話通訳者養成講座 等                               
                            1,521万円

生活困窮者・要保護世帯へのフード
レキュー等支援、更生保護活動　等
                               1,221万円

災害発生時の災害ボランティアセンターの設置・運
営等を支援 (積立金 )
                                                         483万円

高齢者見守り活動、ふれあいサロン、
配食サービス、敬老会   等
                                2,646万円

子育てサロン、ひとり親家庭への支援、
こども食堂、福祉体験学習　等　　  
                                 1,116万円

「赤い羽根募金　奈良県ぴ～すぺ～すプロジェクト」
公的な支援だけでは解決できない福祉課題・地域課題
に関する活動　　　　　　　　　　　         234万円

テーマ型募金　奈良県ぴ～すぺ～す
【peace ( 安心 )＋space ( 空間 )】
プロジェクト  参加団体受付中 !
　共同募金のしくみ（広
報面・税制面）を活用し、
参加団体自らが集めた寄
付金が団体の活動資金と
なります。
　募金活動をしながら、
県民の皆様に自分たちの
活動への協力を呼びかけ
ることができるプロジェクトです。
【対象】地域課題を解決するために活動している団体
　　　　(社会福祉法人・NPO法人含む)
【受付期間】令和7年7月1日(火)～7月31日(木)　 

赤い羽根自販機(募金協力型自動販売機)
　飲み物を購入することで、売上
げの一部が共同募金に寄付され、
地域福祉活動に役立てられます。
　奈良県内には、公共施設、福祉
施設、事業所等に、合計150台
設置されています（令和7年4月
現在）。

遺贈・相続寄付をお受けしています
　自分が築いた財産を困りごとを抱えておられる
方々のために使って欲しい」「故人の遺産を地域の子
どもたちのために役立ててほしい」とお考えの皆さ

ま、共同募金を通じて、その思い
を生かしませんか。
　皆さまからお預かりした貴重な
財産は、地域のさまざまな福祉団
体に、共同募金助成としてお配り
します。
　当会ＨＰ「遺贈について考えて
みませんか？」をご覧ください。

【日　　時】令和7年7月15日(火) 午後2時～午後3時
【場　　所】奈良県社会福祉総合センター 5階　研修室A
【参加方法】ホームページより参加申込書をダウンロード
　　　　　　し、7月7日(月)までにお申し込みください

高齢者

子ども・子育て

安心・安全に暮らせる居場所づくり等

運動推進        3,058万円

住民全般

障害児・障害者

生活困窮者　

災害発生時の支援

説明会実施



No.569  2025.6 11

〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度






